






























































・事業者間での ID連携に係る事務負担の増大による効率的な ID連携実現の課題 
 これらの課題解決のためには、「安心安全で便利な ID 社会基盤」の構築が必要となる。
「安心安全で便利な ID社会基盤」の構築を実現するために、まず、多義的に使用されてい
る IDの用語の混乱を解決することが必要である。そこで次章では、ID社会における ID使



























第 3章 IDに関連する用語の定義の提案 














































第 4章 IDの分類と ID使用ガイドラインの提案 







の ID（Digital Identity）」については、「識別子としての ID（Identifier）」と「ログイン
アカウントとしての ID（ログインアカウント名）」に包含されるため、その中で言及するこ
ととする。 











軸で分類し ID（Identification）に関する ID使用ガイドラインを策定した。 
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